
 
 

プレキャスト工法の活用促進についての動向 

● 我が国の現状 

我が国において生産年齢人口が今後ますます減少するこ

とが予想されている中、建設分野において生産性向上は避

けられない課題である。国土交通省は、「i-Construction」

を進めることで生産性向上を図るとともに建設現場におけ

る安全性確保の推進を考えている。 

● コンクリート工の取り組み 

コンクリート工においては、生産性向上を進めるための

課題及び取り組み方針や、全体最適のための規格の標準化

及び設計手法のあり方を検討することを目的に、有識者、

関係団体、発注機関等が参画する「コンクリート生産性向

上検討委員会」を設置し、協議会が開催されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● プレキャストの導入促進 

国土交通省は、「i-Construction」推進の中でコンクリー

ト工の生産性向上を進めるための一つの方策として、プレ

キャスト製品の規格化などの検討やプレキャスト製品の更

なる活用に向けた方針の策定を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● プレキャスト工法の活用に向けた取り組み 

これまでは、従来工法に対してコスト面を中心とした形

式や工法の選定を行っていた。これからは、コストを意識

しつつも、VFM（Value For Money）の考え方を取り入れ

「最大価値」となるような検討を導入することとしている。 

生産性向上を図る上でプレキャスト製品を活用すること

により、建設現場での「省力化」、「工期短縮」、「安全性の

向上」、「働き方改革への寄与」等が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の動向は、令和 5 年度に「評価項目・指標の選定、

重み付け見直し、試行要領案の策定」が行われ、現在（令

和 6 年度）は「設計業務による試行」が行われている。ま

た、令和7 年度は「実装に向けた検討」が予定されている。 

 

 

 

● VFM を取り入れた新たな評価方法 

現在、試行要領（案）は大型ＰＣａ（Ｂｏｘ.Ｃ）を対象

とした検討段階であるが、今後、コンクリート構造物の工

法選定を行う際は、最新の要領を参考に、コストのほか、

生産性向上や働き方改革等を考慮した定量的評価項目と定

性的評価項目による「全体最適」について検討し、プレキ

ャストの優位性を「最大価値」で総合的に評価した工法比

較となる。 
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